
平 成 ２７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 栄 北 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、安全・安心・充実した生活で生徒の夢を実現

する 
      

        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 生徒指導の徹底 

２ 学力の向上と各種検定への取り組み 

３ 進学実績の向上 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者   １１名 

    教職員      ４名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年  度  評  価 （ ３ 月 ）  実施日 平成２８年５月１１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

・本校は素直で真面目な生徒が多

く、非行など問題行動で指導

（懲戒）を必要とする状況が非

常に少ない。 

・入学時より正しい生活習慣を身

につけることによって高校生と

しての自覚や更なる充実した学

校生活と効果的な学習が望まれ

る。 

・本校では基本的生活習慣やマナ

ーについて徹底指導しており、

高校生活はもとより、卒業後に

も通用する人格形成に心がけて

いる。 

・積極的な面談の実施 

・いじめの早期発見 

・担任指導の徹底 

・面談により、生徒を理解し

学習・生活面の安定と向上

を目指す 

・生徒の生活習慣の把握 

・担任指導の徹底による悩み

ごとの早期発見と解決 

・学年と生徒指導部との連携 

・問題行為がなかったか 

・違反行為がなかったか 

・いじめがなかったか 

・学期内に２回以上、生徒

との面談を実施。学習と

生活面など多岐にわたり

状況を把握した。 

・定期的な生徒へのアンケ

ートを実施。現状の把握

に努め、いじめの早期発

見と防止に努めた。 

・担任とのコミュニケーシ

ョンを意識させ、悩みを

早期発見できる環境を作

った。 

Ａ 

引き続き 

・積極的な面談の実施 

・いじめの早期発見と解決 

・担任指導の徹底 

 

・生徒指導に力を入れていて、通学状

況視察の時も、自転車のマナーも良

く、（電車の中など）公共の場のマ

ナーもしっかりしていて、安心して

子どもをあずけられます。 

・栄北高校は「校則等が厳しい」と他

校の人から言われたりするが、生活

態度やマナー等の指導のお陰で生徒

達自身も、自ら守り、栄北高校にふ

さわしい生徒に成長している。登下

校にしてもとても誇らしい生徒で卒

業後も立派な人間として歩んでくれ

ると思う。いじめ等問題がない事は

親としても一番安心出来る。 

・規則正しい生徒を見ているので、こ

のままよろしくお願いします。 

２ 

・特色あるカリキュラムをもと

に、国公立大学や難関私立大学

を目指す生徒から、部活と勉強

を両立させて高校生活を有意義

に過ごしたい生徒、自動車のス

ペシャリストになりたい生徒ま

で、一人ひとりに合わせた学習

指導で学力を向上させる。 

・教員の指導力の向上 

・家庭学習の充実 

・各種検定の受検の奨

 励 

・教員研修の実施 

・日常の指導とコミュニケー

ションによる、家庭学習の

習慣化 

・資格取得の重要性を説き受

検を奨励 

・教員研修等により教員の

指導力が向上したか 

・家庭学習を含む学習習慣

が確立したか 

・各種検定の受検者が増加

したか 

・夏期教員研修や研究授

業、授業公開を行うなど

各教科共に努力した。 

・家庭学習については、各

教員の指導により徐々に

定着しつつある。 

・各種検定に積極的に取り

組んでいる。 

Ｂ 

・教員のさらなる指導力の

向上 

・家庭学習の充実実践 

・引き続き、各種検定受検

奨励 

 

・苦手な教科も丁寧に指導していただ

いた。また、一人ひとりの事を理解

した上で指導していただき、学力向

上に至った。 

・生徒とコミュニケーションをとり、

個々に合った進路への助言を引き続

きお願いしたい。生徒は引き続き各

種検定に積極的に取り組み、受検を

してもらいたい。 

・積極的に検定への取り組みをしてい

ただいて助かっています。また、国

家試験へ向けて指導を宜しくお願い

します。 

３ 

・ほとんどの生徒が４年制大学進

学を希望しているが、その半数

以上が推薦入試またはＡＯ入試

での受験を希望している。単に

学力試験がないという理由で推

薦・ＡＯを考える者も多いの

で、安易な選択をさせず、しっ

かりと学力をつけて一般入試に

気持ちを向けさせる。 

・国公立大学の合格者

 増 

・早慶上理、ＧＭＡＲ

ＣＨの合格者増 

・日東駒専の合格者増 

・進学行事を精選し、

内容をより充実させ

る 

・０時間目演習（早朝学習） 

・代ゼミ現役講師演習 

・７・８時間目演習（放課後

演習） 

・本校を会場とした国公立大

学をはじめとする大学進学

相談会 

・外部講師による進学講演会

や小論文講演会等 

・目標大学への合格が実現

できたか 

・進学行事が充実したか 

・国公立大学、難関大学へ

の合格が実現できたか 

・国公立大学は、前年 15 名

→今年 9名 

早慶上理 11 名→13 名 

ＧＭＡＲＣＨ44 名→59

名と増加 

準難関私大 71 名→66 名 

・進学行事については、ま

だ改善の余地はあるが、

充実した内容になった。 

Ｂ 

・早朝学習、放課後演習に

ついては、概ねよく取り

組むことが出来たが、努

力が必要な生徒もいたの

で、演習を通じて模試の

結果を高めていく。 

・進学行事を精選し、内容

をより充実させる。 

 

・年々進学率が上がっていていい傾向

だと思う。 

・早朝、放課後演習の他に、希望生徒

に臨時で補習授業を開催していただ

けるとさらに良いと思う。 

 

 


